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　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　はしがき
甲藤はさきに高知県土佐湾沿岸に点.々と分布す　記述しておきす二いと思う'．
る鮮新統の嶮討を行い，第１表のような恩序を発
　　　(Ｄ表しすこ．
　此の地方の第三紀恩は240種に及ぶ豊富な貝化
石を含有し，それにより鮮新世下部に属すること
が明らかであるといわれ，小林貞－はこれに唐ノ
　　　　　　　(2)浜恩と命名し7こ.
｀尾崎は鮮新世の基底の地暦とその化石に興味を
もってい了こので．第１表に示･されすこ登暦を･是非見
学し了こいと考え，叉甲藤は本暦についてその後疑　ｙ
問を生じていむので，共に羽根町を訪れる機会を
つくっ7こ.
　'その結果，探集しfこ材料を両者協同で再瞼討す　‘
ることが出来7こので，特に登暦の時代論にっい七
μ
第１図　登暦分布位置図
＜　　　　　　　　必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　登暦の層序と化石について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）甲藤は1953年本地域の野外調査を行い．貝化 ･後２者と共著の論文を発表しす二．その結論が次の
　石の鑑定は畑井激授に，花粉化石・有孔虫化石の‘第１表である．
’研究は夫々中村及び高柳両氏に依頼し，その結果　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　１　表
時　　　　代 地　　　　　　　　　　　　　　暦 ・主なる岩質 暦　　厚（来）
第　四　紀 洪　積　暦　　●　　冲　積　暦
鮮　　中
　　郡
Ｊふ
　　下
世　部
白勺　　穴　　　内　　　暦 砂岩・腰岩， ＋100
俣
E1
奈　半，利　暦 喫岩･砂岩・泥岩　(炭暦を挟む) ＋100
引　登　　　　　　　　暦
脈　　　岩 　＋80
J
白斑紀０） 時　代　未　詳　中　生　暦　群
1）
2）
文理学部地琴歌室
國立科剔厚物館地学課
　　２　　　　　　　高知大学学術研究報タ･　第４倦第１号
　　　　　　　　　　一
　即ち本表による唐ノ浜原群は不整合を以て,．　り地原である．そして３者は昨代的に見れば，最
上・中・下の３原に分7これ，下部の登原及び上部　下部より中部にね7こる鮮祭世の堆積物であると考
の穴内原は何れも海域暦であるにもカらわらす，　　え了二．
中部の奈半利層:ま陸相であって，海棲化石之含ま
　　　　　　　　　　　第２図　登地区地質図・同断面図並びに模式柱状図
　　　　　　　　　Geolog!cal map and Profile and Columnar section 01
　　　　　　　　　　　　　　　　　the Noix)ri district.
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この関係を梢々模式的に示せば，第３図の如くである．
　　　　　第３図　登唇餌頭見取図べLoc. C)
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西の谷より東方では地暦はよく発達し, Loc. Aでは
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か，唐ノ浜層･群の分布地である穴内・安
蓼市西郊・沢ノ平・久保田･I伊尾本・大
野'･奈半利・六本松・唐ノ浜等の何れに
も記述)る･ことが出来ない．又第１表によ
ればOverlapping transgression の基
底をなすものではないｶヽと疑えるが，登
部落の西谷右岸に沿う崖のＬＯＣ.Ｃ附近
では10m以上の暦厚を以て，僅かの角
磯を有する暗友色廠質砂岩を基底とし，
時代未詳中生層･群即ち室戸暑を著しい傾
　　　　　　　　　　　　高知県の中新世F登居」に.･ついて（甲藤･･尾崎で）　　　　　　　３
第４図寫真のようなこ塊状泥岩とない中に･多数　の荼2表に掲げる.’貝化石は特に密集している
の化石を含んで卜乱大こｙで,観察する１｡露出　　部分は少なく．掃き寄せ状を呈じていな.い．二枚
乾燥しすこ面では女白色で．新鮮な湯っ7こ面では　　貝は殆んど両殼揃って化右してい･る．･･
女色若しくは淡褐色を屏する凝友質泥岩であ,る　　　さて之等の化石について注意すべき･もの２･，３
が，稀塩酸をかけると容易に琴海する・Ｔ見レすこ．を挙げてみよう．上.
jところ岩質は山陰姐方の中新統の上席や常盤地方　　　先ず最初に，前の報岨し亀部ｙ加sの産出す
の多賀統とよく似ている．今回探集し7こ化石.と　，丿る事が記載もれとﾌﾞぶってい仁事を記してお加ねば
岫発表しすこもの（表中のリ吋･は一括して末尾　　ならない.　Ｓａｅａｒitｅｓは，常盤厄方の多賀統に最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　第４図　登Loc.Aの登暦露頭
も特徴的に産出す乱’
　次に前報元（３貪）にLoc.ÅからＡｍｌもｓｓｉｏｐｅｃtｅｎ
Praesなm's (Yokoyama)が産しけこ様に記載さ
れているが,甲藤はこヽゝから大型のＰｅｃtｅｎｉｄａｅを
採集し7こ記憶がなく，今回も特に注意してしらべ・
すこけれども，本種を発見することは.出来なかつ七．，
恐らく他の場所の穴内原力弓採集し仁標本を畑井
教授の鑑定を乞う’埓に郵坦の際混入し仁ものと考’
えるので此の機会に訂正削除す右丿尚
　第２表によると．歌体動物及び腕足動物の種類
は合計41種，’をのうち化石の保存状態が悪いずこめ．
に同定出来ないものが２種ある．残りの39種のう
ち，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7･
　■　　　　　　　　　　　　　●I　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　現生種………………゛…･‥･16種　　　　　　　；
　　絶滅種…………‘…………･･13種
　　新原（新亜種・変種）10種・
となり，現生種の全種類に対する割合は41おであ
●
る．’種類の数と個体数もまだ少ないので此の比率
は，研究炉進めば訂正されなければﾌﾟぶらないけれ
ども大体の傾向は示していると考える．現生種の
中には，干潮線附近を適地とするもの炉２，３あ
るが，他の多くは数10～数lOOmの深度に棲息す
るもので，全休としてみれば磯の群体懲はない.
’地理的な分布も西南日本よ与中部日本を中心
とし報告せられているものが主であって，只
ＳｅｏｒleｓJofnｙ＾olahiatａ（Ｓｍｉtｈ）のみが東北日
本産の種である．然しこの１種だけで，当時は現
在の土佐湾より遥加に低水温の海域であっ仁と断
定するほどのことはないようヤある．･化石種の中
の８種.゛現生種の中の１種（Ｃａｌｌｈtａ　ｉヽhi ｎｅｗｓね）･
は．横山･･野村等の唐ノ浜貝化石の中のものと共
通である１然しこれによって本暦jの時代論や堆積
環境を云々するに足るというほどの･もｰのではこ
い．
４ 高知大学学術研究報告　第4巻第１号
Gastrof,･?ａは殆んど小型若しくは幼形標木で
ある炉，Ａだilia okaｗai　も小さい標本で，頂角
が小さく.Callusが発達している．Ａ.　ｒｕhigino＾ａ
も存在するが標本は牛ば破損している．
　Ｎｅｔtｕｎｅａ？１.SI)．はＮ．タｏｋｏｙａｍａｉOyama
に類似しているけれども螺条の様子が異なる.
　Ｐｈａｎｅｒｏｌｅｐｉｄａｎ. ｓi）.は嘗ってChallenger
　　　　　　(3)
Reportに報告せられ7二Ｈｏｍａｌｏ-ｂｏｍａ　tｒａｎｓｅｎｎａ
　(Watson)に似ているが，一暦平らな形をし
ている. Pfi. ｅｘｐａｎsilapnもｍ Kuroda　とあわ
せて，三種類炉日本で発見されずこことになる.
Challengerの標本は東経138° ・北緯24°７の
深度565尋4ヽら，その後春木熊吉氏は，相模灘の
深度500尋から採集せられ仁という．これによく
似仁形を持っている本新種も恐らく似北ような水
域に棲息していすこものではあるまい加.
　Ph.tｒａｎｓｅｎｎａの化石種は房総牛島清澄山居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)
　(鮮新世)から発見されずこことがある炉，その産
出は極めて少い．このような珍しいものが含有さ
れていることは，登吾を特徴づけるものといって
よいであろう.
Ｐｒｏｐｅｂｅｌａｙｏｋｏｙａｍａｉ　は化石種として関東地
方の成田暦群のうち大竹貝居から産出する．
　木属の現生種も大体に於いて房州附近より北に
分布しているので，属としては冷い水を代表する
もの｀ゝように考えられる．然しこの程度なら，梢
刈
えられないことはない．
.　ｌＡｍａtｕla ｓｔＡａｕｒicｕlatａば日本の紀州以北太
平洋沿岸に現生するが，これによく似7こ新亜種が
発見され7こ;
　ＮｅｍｏｃａｒｄｔＭＴＷ ｓａ即ａｒａｎｇｅ Ｍａｋ.？ｔ. ＳＭ６ｓi>,
は日本近海太平洋岸の銚子以南宮崎沖までに現生
する種類に似てい右が,表面の彫刻が異っている．
　Ｐｅｒiｔｌｏｍａ ｐｕlchellｕｍは常盤の中新統に特徴
的に浙するものでまだ他の恩準から報告せられずこ
こ･とがない．
　又表中にPalliｕｍ ｎ. Ｓおと記しておい叶こ
ものは，内型はＰｅｃtｅｎ ■ｂｅｃｋｈａｍｉに極めてよく
似ているが，耳inge line が短く殼表に繊細な放
射肋を有するワタソコツキヒガイの類である．
Ｐ。ｔｅｃｋｈａｍｉ又は乙れに酷似するものは日本で
は漸新～中新世よｂ鮮新世にわ祀る地恩から報告
せられている炉，中でも中部より･上部にね仁る中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5)
新世に特徴的ということが出来る．大瀬や大森
　(6)
等はＰ. -ｂｅｃｈｈａｔni　についていろいろ喰討しfこ
が，それに図示されている化石種のうちこの
≪. Sp.に最もよく似るものはいづれも中新世の池
恩に見られる．
このほうヽμｍりｐ＆h ohliｑｕａ， 　Ｌ. 　tｏｋａｉｅｎｓＨ，
ＳａｃｃｅｌｌａやＰｏｒtｌａｎｄｉａ 　＾t'iも本暦を特徴づけ
る化石である．そしてＰＯれla竹ｄｉａ　ｎ.砂．は常
盤地方等に多いＹｏｌｄｉａ(Ｐｏｒtｌａｎｄs　ａ.)laｕdabiliｓ
によ｀く似すこ形をもっている．これも中新世型とい
って差支えないものである.
　Ｓａｃｃｅｌｌａｎ.　ｓt･．はＳ. ｃｏｎｆｕｓａに近似して
TｒｉｇＯＭＯＳtｏＪｎａｎ. ｓ{}.はＴ.　JtｉｉｒｏｄａｉＭａ.ki-　　いるがｉ．より短い形をしている．
沁ｍａに似ている. T. kiぼｏｄａｉはフ．らピン近
海に現生するＴ.　ｃｒｈｔａtｕｍ Sow. と比較し，唐
ノ浜恩から記載されずこものであるが,゜この新種も
黒潮系のものであろう．
　ＳｃａｔｈｏｐｏｄａのうちＣａｄｕlｕ％ 11. si).は長さ
8. 5ininの弓状の標本である．
　此の迄加Ｐｅｌｅｃｙｐｏｄａの中ではyCtena・ussium
　ｃｍａｄｏｒiiinctｕｍ ･祀．注意しなければならない．
これは屋久島沖で採集され了こ現生種によって知ら
れすこ新種であるが，前に畑井教授の鑑定を受け了こ
際にも，今回探集し包標本の中にも可成ｂ多く含
まれてい.る．　　　　．．
勘
　珊瑚類は，何れも日本近海に棲息する種類であ
　　(7)
る･が，中でもＦｌｄｂｅｌｈｉｍ ｄｉｓtｉｎｃtｗｍ　ｔ^最も普
通に見られるもので，Ｆ．tｒａｎｓｖｅｒ％ａｌｅ及び
ＤｅｉtｏｃｙａtJtｉｔｓ･ｏｒｉｅｎtaliｓが之につぎ多産する．
特に.第１と第３の種は各所に廣く分布しているよ
うである．　　　　　　　一一
．Ｄ即ｄｒopりIlia　cf.　ｃｏｃｃｉｎｓａの棲息状態はよ
くわからないけれども属としては, 100～250mの
深度に現生するものである．　　　　　　ダ
　これ等の深海性珊瑚類は．日本近海のうちでも
北緯36°以南の太平洋岸より四国・九州を経て玄
海灘に至る海域に最も豊富に見られる普遍性の高
註）貝化石の記載は目下進行中で，近い機会に公表の予定である．
　　　　　　　　　　　　　.高知県の中新世「登吾」ピつ･いて（甲藤・尾崎）　　　　　　　５
いものであるか.ら，これ等,のみに･よって海水の温　　度な:どを推定す･るわけにはゆかない..
　　　　　　　　　　　　　　　　m　登暦が上位の鮮新世の地層と相違する点　　　　　　　　　’
　唐ノ浜の貝化石居と呼ばれてい7こものは，第１　　附近の低地にj1み2ｓsの叢林よｂなる疎開群落が
　・　　　　　　　　今　　・　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●表の穴内層のこと,であって，下部鮮新居に属し，　存在しすこと考えられるが，その後地下水位が低下
240種に達する多数の化石によｂ，水深30～50m　し， 　Ｔａｘｏｄｉａｃｅａｅｈｔtｐ：/／wwｗ.こ．そして又奈
　　　　　　　　　　　C8.9ilO≫nil2･13)
･の浅海湾性のものであり，その海域は黒潮型
辺暖い海であるといわれてい了こが現在露出して
;いる土佐湾に比して更に暖いというわけで｀は
ない．
　登吾の貝化石も現在の土佐湾に比し，寒いとい
うことはできない炉更に暖いというほどのもの
jはない．然し，上述の唐ノ浜層･に比し一暦深海陸
のもの炉多い，というだけでなく中新世型のもの
があり，新種の追加によって現生種の比卒炉逢か
忙低くなっすこといえる．
　微古生物学的に考察し7こところは．高柳が既
　　　　　　　　　　　(1)　　　　　　　　　　　　　'，
に詳細こ報告しすことなり，穴内吾はフ．らピｙ
一一マレー近海の桔相の濃いもので，静岡県掛川
地方の中・下部有孔虫群に対比され，浮遊性有孔
虫には登暦におけるような暖海に多い種はなく，
大体に於て土佐湾附近と考えられる．之は或は温
･海的と云っすこ方がよいかも知れない．そして時代
･は中・ア部鮮新世に相当する.
　　　　　･(9)
　半沢教授も伊尾本の地吾即ち穴内吾は東印度諸
島の上部即ちｈであると言及され7こ．
　伊尾本にはＯｐｅｒｃｘｉｌｈｔａａ”ａｍｏｎｏｉｄｅｓを査出す
るが.これは穴内吾の特徴種ではなく，登暦にも
相当含有されている．
　このほ加の登吾の微小有孔虫類は，全休として
みれば, Kar Nikobar 島の中新統産有孔虫群と
共通の種が多く，穴内暦有孔虫群とは明瞭に区別
される(高柳・上掲)　　　　　．，
　又花粉化石によれば，奈半利吾の堆積初期には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ結
　甲藤・中村及び高柳は，さきに登暦を最下部鮮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)
頷統として唐ノ浜剔洋に含めて発表いこ,．
　これは，高知県東部の新第耳紀吾は鮮新統に属
し，それ等を一括して１つの暦名を具え7こ方がよ
いという考え方が僅かっすこ焉でもあるが，その後
我々２人が嶮討いこ結果によれば，唐ノ浜暦群と
いう暦名は，鮮新統に限定し7こ方がよいと思う．
牛利恩と穴内恩の時間的隔りは両恩の分析結果
　　　　.　　　　　（1）からみると著しくない．
　甲藤が中村と共に研究し北当時には登恩の花粉
はますご嶮出していなかっ7こので，それに.ふれるこ
とは出禾なかっ7こが，今回尾崎炉探集し7こ登恩の
基底部（Ｌｏｃ.Ｃ）の細砂の中に含まれている･花
粉を奈良学芸大学島倉己三郎教授に依頼し了こ結果
によれば, Alnusが甚だ少くＬ旬ｉもｉｄａｍｂｅｒ　^’-や
や多くJiigJanｓ及びＦtｅｒｏｃａｒｙａは稀である．こ
れによって昨代を決定することは出来ないけれど
も，甲藤及び中村が前轍文に於て穴内・奈牛利両
暦から報告し7こものとは様子が違っていて．一見
異暦である.と云える.
‘　　　o,
　小林貞－その他炉唐ノ浜恩と考えていずこもの
は，基底砂岩より始り，褐炭を含み，砂岩・砂
岩及び砂質頁岩より成る沿岸堆積物で，暦相の変
化が著しく，安蓼川恩.･奈牛利川恩・吉良川恩な
どの地恩を不整合に被い，鮮新世に属するもので
ある．　　　　　　　　　●ヽ
　然るに登恩は前に述べすこところによって明らか
なように，有孔虫化石も貝化石も共に中新世型で
あり，花粉化石も奈半利恩や穴内恩とは異る．
そして沿岸性ではなく，可成り深い（数百米）海
底に堆積しすこ相をもっている．
　その分布区域が狭く，登地区だけに限られる.こ
とも，奈牛利恩の磯岩下の不整合を境として，堆
積環境に著しい差異があることを示すも.のと解し
てよい．
，論
　艮】ち中新世によく見られるようなｲﾋ石を有し，
下部鮮新世の奈半利・穴内暦（再桧討し7二意尿の
唐ノ浜剔洋）に不整合に被われる登層･ぽ，今後別，
の暦として，唐ノ浜恩群から切り離すの炉よいと
考えるj.このことについては,･中村.’高柳両氏と
も話合つすこ上，古生物学的見地から異論がないこ．
とがわかつ了こ．，
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これを表示すれば，次の第一3表のよう限なる..
　　　　　　　第　３　表
時　　代 地　　　　　へ　　名
第　四　紀 冲　積層　・．洪積層
鮮　新　世
前　　期
五|]　
半
内
利　
ミ
申　新　世 登　　　　　　暦
白星紀Ｐ 時代未詳中生肝群＝室戸肝群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　対
　本暦は四国の他の地方特に石槌山附近の中新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C15.16.17.IB)
統との対比を試み7こいと思うけれども，
石槌山暦群の化石としてはSpondyhis ?
Ｍａｃｏｍａ.？Ｏｓtｒｅａ，　Ｂりｏｚｏａ及び乙iｑｕｉｄａｍｈｅｒ
しか報告せられていないので，充分に嶮討する.こ
とが出来ない．
　九州の宮崎暦群は登暦と対比せらるべき部分を
もっている．即ち砂岩と泥質砂岩との互暦部にっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(19)
づいて，厚い泌泥岩,があり，首藤次男は之に妻
部暦と命名し7こ.Ｌｉｍｏｆｅｓiｓ， ＮｏtＪｃａの外
ＯｐｅｒｃｕＵｎａｗｉｍｏｎｏＪｄｅｓ　^^可成り豊富に入って
いる‘.又宮崎相の地域では，Ａｃｉｌａ，Ｓａｎｇｉｉｍｏｌａｒia
等が可成り見られる･．大塚顛之助の溌を引用し仁
首藤の意見によれば”高鍋暦群は，中新世の最上
部に力らるかも知れぬところの鮮新世とし，「妻
暦群」を「前高鍋暦群」で，かっ「高鍋暦群」に
似すこｲﾋ石群をもっことから後期中新世である．’そ
して高鍋暦群の時代は，疑問はあるが，F3最上
部より Hib に至るものと考える･．そしてＧとH1
との境界は地域全般に通す･る一様な泥岩の発達に
よって示される海浸の若返りの時機をもって，そ
れにあてfこい”という．
　筆者等は，妻雁群と登雁を対比し，高知に於で
は登暦と奈半利暦との間に中・鮮新世の境をおき
すこいと考えている.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI　謝
　本研究に当って，時代論について快く再考・再
　.鮮新世の地居は高知県東部海岸Ｋ.点,.々を,分布
し，陸相のBasal Conglomerate に始･り，海･
浸の拡大によって穴内居は堆積し仁．穴内暦は従
来の唐ノ浜貝化石暦の本休で梢.々暖海性である･と
いうことは，既に明らかになっていすこ．
　本報告で問題としす二登居は，この唐ノ浜居群に．
明らかな不整合で被われる中新世の地居である．・
本暦は梢.々深い海底に積っ仁泥質の堆積物で，
日本の他の地方に見られるものと同様な中新世沈
　C14)降期の地原である．
　貝化石群の示す海水の温度は有孔虫群によって
示されるほど暖くないけれども，九州・土佐附近
の黒潮型のものということは出来る・　，
　比
　紀伊牛島にも新第三紀原が発達しているが，柩
　　　　(23)井・水野は熊野原群を上下に分ち，その上部を
三津野原と名づけすこ．三津野暦は下部に爽炭暦を
有し，炭暦附近の泌泥岩から暖温帯林混交型の申
新世を示す植物化石と貝化石を報告している．本
雁上部は，砂岩泌泥岩互暦・砂岩・砂岩諾泥岩互
暦・砂岩・砂岩脱泥岩互原を隔てハ最上部が兵
連砂岩泌泥岩互暦(原厚150m十)となっているレ
兵連互暦は，膠結炭が弱く風化すると崩れ易い性
質があって，三津野暦っ堆積ﾜ)最後期を示すもの
　　　(20)である．　　　　　・‘
　筆者等は不幸にして三津野原を見ていないの
で確信を以ていうこ'とはできない炉，登原がその
一部に対比されるのではないかと思う．
　同じ紀伊牛島のうちでも，熊野地分より西方四
　　　　　　　　㎜　　　　　　　　・　　四．'･　　　カｆﾔﾏ‘
国に近い田浚町の第三紀原には，竹山俊雄の鈴山
　　　　(21)　　　　　　　　　　　　　　｀'暦がある．銀山原は大部分が中粒砂岩より成り
フｔ－ナは浅海性でSarmationに相当するとい
う．棚井・水野は本暦を三津野暦に対比している
けれども，岩相もフォーナも相違しているので，
筆者等の登雁･は簡箪には対比できないようでみ
心‘　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　登暦が三津野暦のどの原準にあt:!), ≪ft山原と
･どのような関係にあるヵヽということはj筆者等が･
踏査の機会を得fこ後に結論したい．
　辞
嶮討せられ仁前論文の共著者である中村純・高柳
高知県の中新世｢登暦｣について(甲藤・尾崎)
洋吉両氏に厚く感謝する．
　江口元起敦授には珊瑚化石の鑑定をお願いし
すこ．畑井小虎教授には今回も化石鑑定についてい
ろいろと指導を受け，矢部長克先生には原稿の御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文
７
校閲を頂い?こ．特に記して感謝の意を表する･．
　狗費用の一部には，尾崎に輿えられ仁文部省科
学研究費のｰ-部を支出し7こことを記して謝辞にか
える･．
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　　　　　第２表　登暦に含まれる貝及び珊瑚化石表
Fossil Molluscs and Corals found in the Nobori Formation
種　　　　　　　　　　　　　　　名
顕 頻度 地質時代的　　分布 地理的分布
備　　　　　　　考
A C
原中鮮洪現
斬新斬禎
世世世世世
琉ＳＣＮ
　Ｗ　Ｅ
　H '^ H
球本本本
　Gastropoda :
1. Ancilla okawai Yokoyama
2. A.れもとieinosoSow.
３． Cancellaria pristiﾀ1αΥokoyama
4. CinguUna cingulata (Dkr.)
5. Clavus CImaclava) Pernodぷな7ius Nomura
　゛｀゛　゛●t゛gt.t●･｀゛●｀4s°･゛7･･≒●･jl・ ●-1･●●j・
　-
-
●〃
　-
-
Ｒ
Ｒ
Ｆ
Ｒ
Ｆ
　-
　-一一
　-
　　一一
〃R●－
・Pliocene大Ｈ鮮新続
深さ40m，100mに棲息
・大日鮮断続
　干潮線
・小柴鮮新続
　　1¶IJ●　4 W〃S●･●･●-●･-
　-
4－
6. Nassarius si).
７．NaticoianlhostomoidesKuroda & Habe
８. Naiica sp.
⑨NeOtujiea n，Ｓp･
⑩Phaneroleiidan. sp･
-
一
一
　一
一
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
４０ｍ
幼形
PJi. transenna.相模涛1000m
□.F力むzθご卯りgma pauciplicaium (Yokoyama)
１２．？,卵必読2(T≪r･ila。a^yokoyamai Taki & Oyama
A3. Ringicula siiioituensisNomura
14. Searlestαfuscolabiαta(Smith)
15. Siph｡nochelusCS助力｡,,｡chelus^japの･iicusCふz4心njs)
　-
　-
--
　-
　-
Ｒ
Ｒ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
-
　一
一
　　-
　一一
　一
一
高鍋暦詳
干潮線　現生種北東日本、
日本海では青森まで
ｌ
? ?‐ ? ―
???―???????????????????????????????
｜
ｉ
ｌ
，
１
? ? ?
? ? ‐
1
1
1
1
● l
l l
r
，
１６．Terebra ａｍａとiiisMakiyama゛
17. Thatchelia mirabilis Angas * ■
’卵）ﾌﾀﾞ泌onostoma n. sp･
19. Turcica yo九りamai Otuka
２０.Turdcula astuta（Yokoyama）？
-
　-
　一
一
　-
Ｒ
Ｆ
Ｒ
-
　　一
一
・一一
　・大日鮮新統
　200m泥叉底
7yi和尚stomaの現生種は,房州以禰
　宮崎駆高鍋町
Scaphopoda :　　　　　　　　　　　　　　　　　.
21. Cadulus n. sp. ？
･22. Dentalium yokoμjmai Makiyama ゛
２３．£).cf･ yokoyamai Makiyama
　Pelecypo.da ：
24. Acilaぷぴaricata Hinds
25. Callista cfiincnsisHolten　　　　　・　　　・
一
一
一
一-
　-
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｆ
　-
一一
　　　　　　　　　　　　1
　200m
・200m～400m
・干潮線T 40m～60m
26. Crassatellites tosanus Nomura
@　Ctenamussium･げ. ctnadoritiぼtuniKuroda
2,8･.Glyりmeris totomieﾀisisMakiyama *
29. LimaφsoliathSow.
励　Limaiula s必auriculα1α(Montagu)n. subsp.
　-
　一
一
　一
一
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｆ
Ｒ
-
　　-
-
-
　一一
　屋久島沖
・大Ｈ解析統
　100～1400m,日本海
　⑩　£i隋∂夕sisobliqua A. Adams
　32-.L. tokaie?tsisYokoyama
　⑩　Nemocardium samaranee Makiyama ｎ．Subsp･
__3.4.･,ぶlucuね2ﾀ'ta-^yokoyamai-Kuroda-!-.＿.，。。
　35. Pectuﾀiculina oblonga A. Adams
- Ｆ
Ｃ
Ｃ･
Ｆ
　　一
一一一
一一 loom～200m Syn. L. tajimae
相模湾一回國，日本海
200ni　棚倉中新統
50m～loom Syn. p. crenata
　-
- -
3６. PeriCloma ftulchcUumHatai & Nishiyama
冶　Phallium iDelectopecten')
n. sp.　　　　　　　　覧
⑩　？∂yμandia n. sp
⑩　Sacce.lla n. sp･
　Brachiopoda :
40・Laqueus quadralus Yabe & Hatai
-
　一
一
-
　-
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
-
　-一一
九百中新統
犬若下部鮮新統　　　　　　’
⑥　Tereb･atulina ia夕のlicaSow. var.　　　　，
　Carals
42. Deltoりathus oricntalisDunkan
43. Dendrophyllia cf. coccinca(Ehrenberg)
44. Flabellum diμinctum M. E. & H.
^5. F. iransversaleMosley *
　-
　-
　-
-
-
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
　　T. japom･;αは中新～現世
　・・300m～900m
　・70m～900m,ビノレマの中断統
90m～500m，オーストラリヤ第竺源
｜
1＝〃ミ
Ｒ―稀
Ｆ一少
一　一-－
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・横山，野村等の唐ノ屎貝層と共通種
